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このたびは、弊社の製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

ご使用の前に必ず本書をよく読み、正しく安全に使用してください。 

また、お読みになった後はいつでも見られる場所に保管してください。 

 

なお、品質、性能向上、その他の事情で部材の変更を行うことがあります。 

その際には、本書の内容と一部異なる場合がありますが、 

あらかじめご了承ください。 
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安全上のご注意 
 

本書では、ご使用者への危害や損害を未然に防ぐための注意事項を 

「警告」と「注意」に分けてお知らせしています。 

いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。 

 

警告を無視して誤った取扱いをすると、 

人が死亡又は重傷を負う可能性があります。 

 

注意を無視して誤った取扱いをすると、 

人が負傷する、物的損害が発生する可能性があります。 

 

 
このような絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。 

 
この絵表示は、必ず実行していただく「指示」内容です。 

 
この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 

 

 

 

 
不安定な場所に設置しないでください。 感電や怪我の原因になります。 

 

製品及び部品の分解・改造は、絶対にしないでください。 

異常作動による火災・感電・怪我などの原因となります。 

 

製品及び部品の分解・改造は、絶対にしないでください。 

異常作動による火災・感電・怪我などの原因となります。 

 

電源ケーブルを傷つける､破損､無理な曲げ､引張り､ねじることはしないでください。 

断線して火災・感電する恐れがあります。 

 

火気の近くや高温の場所に設置しないでください。  

感電･漏電､変形の原因になります。 

 

配線作業は工事専門業者にご依頼ください。 

火災・感電・怪我・故障などの原因となります 

 

据付けは専門知識のある人が実施してください。 

火災・感電・怪我・故障などの原因となります。 

 

雨・蒸気のある場所、及び湿度の高い場所での使用は避けてください。  

湿度が高いと感電の原因になります。 

 

清掃・保守・点検作業の際は、必ず電源を切ってください。  

感電の恐れがあります。 



 

2 
 

 

 
運転中は充電部を触らないでください。感電につながる恐れがあります。 

 
指定の電源以外では使用しないでください。火災・感電・故障の原因になります。 

 

配線工事は確実に行ってください。 

端子の緩み等で、電気ショートの原因となります 

 

使用前に必ずアース（接地）を取り付けてください。 

感電の恐れがあります。 

 

ポンプの吐出バルブを締め切った状態で連続運転はしないでください。 

故障などの原因となります。 

 

吸気口や送風口に指や金属等の異物を入れないでください。 

怪我・故障などの原因となります。 

 
本体に水をかけないでください。 火災・感電・故障の原因となります。 

 

異常が生じた際には直ちに運転を停止し、電源プラグを抜いてください。 

火災・感電・怪我などの原因となります。 

 

幼児の手の届く場所では使用しないでください。  

感電や怪我の原因になります。 

 

噴霧器の台数とケーブル長さに応じて、電圧降下を起こさない太さの電線を 

ご選定ください。動作不良や火災の原因となります。 
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環境温度が5～40℃の範囲で使用してください。 

また、凍結しないように十分注意してください。破損の原因となります。 

 

ゴミ、ホコリの多い場所での使用はしないでください。  

過熱事故、電動機損傷の原因となります。 

 

感湿器（センサ）を、有機溶剤、酸、アルカリ、油分がある場所に設置しないでください。 

劣化が早く、寿命が短くなります。水濡れや結露する場所への設置も避けてください。 

 

感湿器（センサ）の湿度センサ素子部をこまめに掃除してください。 

汚れていると誤作動の原因となります。汚れが落ちなくなったらセンサ素子ユニットを交換してく

ださい。 

 

本機のお手入れは、中性洗剤と柔らかい布をお使いください。 

有機溶剤や磨き粉、たわしで洗うと、変色や傷の原因となります。 

 

加湿目的以外では使用しないでください。 

感電・怪我・故障などの原因となります。 

 

運転中は、ファンなど回転部に手や衣類が絶対に触れないようにしてください。 

怪我・故障の原因となります。 

 
45℃以上の水を使用しないでください。 破損の原因になります。 

 

配管内の水が凍らないように、凍結対策を施してください。  

凍結による破損の原因になります。 

 
運転中は駆動部を触らないでください。怪我につながる恐れがあります。 

 

燃性・爆発性ガスがある場所での使用はしないでください。  

爆発や火災の原因になります。 

 

電源プラグの先端にホコリが付いているときは､乾いた布で取り除いてください。   

漏電やショートによる火災の原因になります。 

 

本機の通風を妨げるような障害物を置いたり可燃物を置いたりしないでください。  

異常過熱の原因になります。 

 
ポンプオイルは、汚れ･量等を十分点検してから使用してください。 

 

運転中、ポンプの電動機はかなり高温になります。手や体を触れないようにご注意ください。 

やけどの原因となります。 

 

噴霧器の吸気口を塞がないでください。 

モータの発熱や霧の蒸散が不十分になる原因となります。 

 

定期的に部品各部を点検し､少しでも異常や破損を発見したときは使用を中止し､  

販売店にご相談ください。 

噴霧器のノズル種類は噴霧量が同じもので揃える必要があります。 

 

ポンプの最大吐出量に対して最低 3割はノズルから噴霧するようにしてください。 

破損の原因となります。 

 

電磁波を発生する機器・設備の近くには設置しないでください。  

正常に動作しない原因となることがあります 

 
使用していない時は、電源と給水を停止してください。 
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1.特長  

 

(1)装置概要 

本製品は噴霧器・ポンプ・電磁弁ユニット・湿度センサ及び湿度制御を行う制御盤により構成されて

います。系統毎に湿度の監視を行い、設定した湿度を維持するように噴霧器より霧を噴霧して、湿度

調整する装置になります。週間タイマの設定をすることで、湿度調整を行う曜日と時間帯を決めるこ

とができます。 

 

 

 

(2)システムフロー 

 

 ここでは、AirULM を代表して 2系統で使用する場合のフローを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※使用する機器の構成は注文状態により異なります。 
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2.各部名称  
 

(1)噴霧器 

 

① LC-1.5、LC-2.4 

LC-□の各機器の役割について下表に記載します。 

 

噴霧器 

 

 

 

(※1)制御盤―噴霧器間の配線は、別途準備願います。 

(※2)既設の空調機の噴き出し口近くに設置すると、空調機からの風の影響で霧がかき回されて、  

噴霧器が霧を吸い込み、本体への霧付着の原因となりますので、設置時は注意してください。 

 

No. 機器名称 役  割 

① ファンガード ファンへの異物混入や指などを巻き込み防止します。 

② モータ ファンを回します。 

③ 噴霧器吊りブラケット 天井より寸切ボルト（M10）で吊り下げます。 

④ ノズル 噴霧を行います。 

⑤ ファン 下から風を吸い込み、霧の噴霧方向に風を送ります。 

⑥ 給水口クイックカップリング ポンプから送られてきた水を給水します。 

⑦ 端子箱 ファン電源とアース線を接続します。 

IN

(※1) 

(※2) 
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② LE-1.5S 200V、LE-2.4 

LE-□の各機器の役割について下表に記載します。 

 

噴霧器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※1)制御盤―噴霧器間の配線は、別途準備願います。 

(※2)既設の空調機の噴き出し口近くに設置すると、空調機からの風の影響で霧がかき回されて、  

噴霧器が霧を吸い込み、本体への霧付着の原因となりますので、設置時は注意してください。 

 

No. 機器名称 役  割 

① ノズル 噴霧を行います。 

② ファンガード ファンへの異物混入や指などを巻き込み防止します。 

③ ファン 後方から風を吸い込み、噴霧方向に風を送ります。 

④ 噴霧器吊り金具 天井よりボルト（W3/8）で吊り下げます。 

⑤ 給水口クイックカップリング ポンプから送られてきた水を給水します。 

下向き60°～上向き90°

まで調整可能

IN

(※1) 

(※2) 
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(2) 制御ユニット 

制御ユニットは、制御盤・電磁弁ユニット・架台・湿度センサで構成されています。 

 

制御ユニットの各機器の役割について下表に記載します。 

 

制御ユニット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 機器名称 役  割 

① 制御盤 機器の制御・操作を行います。 

② 架台 制御盤や電磁弁ユニットの架台です。 

③ 電磁弁ユニット ポンプからの送水を制御します。 

④ ポンプユニット 噴霧器に水を送水します。 

⑤ タンク 純水器で精製した水を一時的に溜めます。 

⑥ 湿度センサ 湿度を検知します。 

⑦ キャスタ 制御ユニットを移動させます。 

⑧ アジャスタ 制御ユニットが倒れないように支えます。 

⑨ 給水電磁弁 タンクへの給水を制御します。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑦ ⑧ ⑦ ⑧ 

⑨ 

⑥ 
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① 電磁弁ユニット 

 

 

２系統ポンプユニット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１系統ポンプユニット 

        

 

 

 (※1)圧力センサ初期設定値：下限 5.0MPa, 上限 7.0MPa  

(装置の保護の観点から設定値は変更しないでください。) 

      電磁弁ユニットは入口が 1/4 配管サイズと 3/8 配管サイズがラインナップされて 

います。使用するポンプに応じて配管サイズが変わります。  

No. 機器名称 役  割 

① 圧力センサ ポンプから出る水の圧力を検知します。 

② 残圧抜き電磁弁 運転停止時等に残圧を抜くための電磁弁です。 

③ 噴霧電磁弁 各系統の噴霧時に開く電磁弁です。 

④ 給水口(カプラ) ポンプからの水を供給します。 

⑤ 吐出口(2NSF カプラ) 噴霧器へ水を送水するホースを接続します。 

⑥ ニードルバルブ 残圧抜きスピードを調整して配管の音を減少させます。 

電磁弁ユニット 

① 

③ 

④ 

② 
⑤ 

① 

④ 

② 

⑤ 

⑥ 

⑥ 
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② 制御盤 

 

制御盤及びタッチパネルボックスの構成について説明します。 

 

制御盤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

No. 機器名称 役  割 

①  電源ランプ 受電時に点灯します。 

②  タッチパネル 運転状態の表示と運転操作・設定値の変更を行います。 

③  非常停止ボタン 非常時に押して停止させます。 

② 

① 

③ 
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盤内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 機器名称 役  割 

① 主電源ブレーカ 装置全体の電源を遮断します。 

② ファン用サーキットプロテクタ ファンに異常電流が流れたときに保護します。 

③ 電磁弁電源用サーキットプロテクタ 電磁弁に異常電流が流れたときに保護します。 

④ 制御用サーキットプロテクタ 制御機器に異常電流が流れたときに保護します。 

⑤ 電源装置 センサ及びシーケンサに電源を供給します。 

⑥ シーケンサ 全機器の制御を行います。 

⑦ リレー 各電磁弁を操作します。 

⑧ 電磁開閉器 インバータ電源とファンの動作を制御します。 

⑨ 端子台 各配線を接続します。 

⑩ インバータ ポンプの回転数を制御します。 

 

 

① ② ③ 

⑩ 

⑧ 

⑨ 

④ 

⑦ 

⑤ 

⑨ 

⑥ 
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3.ご使用前の準備 

施工要領書を元に運転準備ができているかどうか、以下のことを確認してください。 
 
 

(1) 本体の設置と配管 

①本体の設置 

本装置の設置の際、ポンプユニット周囲に 1m ほどの距離を取り、装置のメンテナンスが行える

ようにしてください。設置後にアジャスタを床に当たるまで下げ、装置が動かないように固定し

てください。必要に応じてアジャスタの固定プレートを用いてアンカボルトで固定してくださ

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・屋外に設置は出来ません。 

・重量物のため移動や持ち上げる際は複数人で作業してください。 

・設置の際は、周囲に 1mほどのメンテナンスができる空間を確保してください。 

・転倒の恐れがあるため、水平な床に設置してください。 

・転倒の恐れがあるので、移動時以外がアジャスタを下げ、アンカーで固定してください。 

・直接水が掛かるような場所、湿度や気温の高い場所へ設置しないでください。 

・故障の原因になるので、ポンプユニットの上に物を置かないでください。  

アジャスタを下げる 

アンカー穴 
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②給水口への配管 

AirULM ポンプユニットタンクの給水口に純水器からの配管を接続してださい。AirULM の給

水口のネジサイズは Rc1/2 になります。締めすぎると割れる恐れがあるため、手で締め付けて

から工具で少し増締めしてください。 

給水配管に必要なホース等は AirULM には含まれておりません。お客様の AirULM ポンプユニ

ット設置場所や給水配管の状態に合わせて適切な給水配管を施工してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・弊社推奨の純水器以外を使用の場合は、給水が正常にできない恐れがあります。 

・給水量を調節できるように、給水口の一次側に減圧弁等を設けてください。 

・メンテナンス時に取り外せるように、ホース類で接続することを推奨します。 

・AirULM の給水口へ配管を接続する前に、施工した配管のフラッシングを行い、 

ゴミ・金属粉・錆・シールテープ等の異物や汚れが無いようにしてください。 

 

 

 

 

・水漏れがないように施工してください。 

・強く締め付け過ぎないでください。水漏れや配管の破損原因になります。 

・電磁弁のねじ込み部を工具で保持して、作業をしてください。 

・給水口の 1次側に流量を調整できるバルブを設けてください。 

 

  

給水 Rc1/2 
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③オーバーフローへの配管 

オーバーフロー配管を接続して、オーバーフロー配管を下水などに接続する場合は、縁切りをし
てポンプユニットのタンクと下水が直接接続されないようにしてください。 

オーバーフロー接続口のネジサイズは G1/2 になります。締めすぎると割れる恐れがあるため、

手で締め付けてから工具で少し増締めしてください。 

ドレン配管に必要な部材は AirULM には含まれておりません。お客様の設置状況に合わせて適切

な配管をご用意ください。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水漏れが無いように施工してください。 

・AirULM のタンクと排水管を縁切りせずに接続すると、排水管側が負圧になった時に 

AirULM タンクが潰れ、破損する恐れがあります。 

・オーバーフロー配管から虫やゴミが入らないように施工してください。 

  

排水へ(下水) 

オーバーフロー(G1/2) 
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④吐出口の接続 

吐出口は 2NSM カプラになります。系統の割り当ては上から系統 1,系統 2 の順番になっていま
す。 

 

吐出口以降の配管や継手などの部材は含まれておりません。噴霧器の設置数や設置場所に応じ

て適切な配管をご用意ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※1 系統の AirULM ポンプユニットは電磁弁ユニットの形状が異なります。 
 

・メンテナンス時に取り外せるように、高圧ホースで接続するのを推奨します。 

・吐出口に接続する配管は使用圧力(6MPa)に耐えられる仕様の物をご使用ください。 

・500mm～800mm 間隔位で丈夫な壁や天井から配管のサポートをとり、 

配管が振動しないように固定してください。 

・高圧配管の末端に空気と水抜き用の弁を付けるのを推奨します。 

 

 

 

 

・水漏れが無いように施工してください。 

・配管の固定が不十分だと配管が振動し、噴霧時の騒音が大きくなります。 

・使用しない時は配管内の水を抜けるように施工してください。 

・配管の長さや噴霧量によって、噴霧開始時や停止時の衝撃で配管や揺れや騒音が発生 

する場合があります。アキュムレタなどの衝撃吸収器を入れ、配管を丈夫な壁や天井に 

固定して配管が動かないように施工してください。 

  

系統 1 

系統 2 
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(2)電気機器の配線 

①湿度センサの配線 

a. 湿度センサの設置 

(a)サーモプレートに付いているゴムブッシュを外してサーモプレートをタッピングネジで 

壁に取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

        (a’)適合するスイッチボックス(JIS C 8435 取り付け間隔 83.5mm)を壁に埋め込み 

サーモプレートをスイッチボックスに取り付けてください。 

※スイッチボックスは付属していません。お客様にて準備してください。 

              スイッチボックス使用時はゴムブッシュを外す必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b)ケース上部のネジを外し、端子台が見え”カチッ”と引っ掛かるまで湿度センサのカバー 

を上にスライドしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴムブッシュ 

タッピングネジ(M4) 

サーモプレート 

付属ネジ(M4 皿) 

サーモプレート 

スイッチボックス 

ケース上部 

上へスライド 

端子台 

ネジ(M3 ナベ、1 本) 
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        (c)サーモプレート凸部に湿度センサ背面側のフックを引っ掛けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    (d)サーモプレート中央部の埋め込みネジと本体中央部のネジ穴が合っていることを確認して 

付属のネジで取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・直接水や霧が掛かるような場所への設置はお控えください。 

・屋外に設置はできません。 

 

 

 

サーモプレート中央部 

埋め込みネジ 

サーモプレート 

凸部 

本体裏面 フック 

付属ネジ(M4 皿ﾈｼﾞ) 

本体中央部 ネジ穴 



 

17 
 

 

b. 湿度センサの配線 

(1)サーモプレートと湿度センサ本体との隙間から配線を通してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1’)埋め込み式のスイッチボックスにサーモプレートを取り付けている場合は、 

配線ケーブルを湿度センサの背面側から配線引き込み口に通し、手前に引き出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーモプレート 

湿度センサ本体 

配線ケーブル 

配線ケーブル推奨加工寸法 

※配線ケーブルはシールド付きをご使用ください。 

配線ケーブル推奨加工寸法 

※配線ケーブルはシールド付きをご使用ください。 

配線ケーブル 
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(2)配線ケーブルを端子台の左から 2番目と、3番目に取り付けます。 

端子台上面の凸部を押しながら、被覆を剥がした配線ケーブルを挿入口に入れ、凸部を離  

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

配線ケーブルの結線 

下表に従い接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

(3)湿度センサのカバーを完全に閉まるまでスライドさせ、上部のネジを締め付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制御盤側 

(端子台番号) 

 
湿度センサ側 

P24 ⇔ U+ 

H□- ⇔ U- 

ｱｰｽ    U+    U- 

挿入口 

凸部 

ケース上部 

ネジ(M3 ナベ、1 本) 

湿度 
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(4)制御盤内の端子台に湿度の信号線を接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

・制御盤側の H□+と湿度センサ側の U+に接続してください。 

・制御盤側の H□-と湿度センサ側の U-に接続してください。 

・シールド線は PEに接続してください。 

 

 

 

 

 

・湿度センサには極性があります。逆に配線しないよう注意してください。 

・接続はマイナスの精密ドライバーを使用し、慎重に行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

H1+

(P24)
H1- PE

H2+

(P24)
H1- PE

H3+

(P24)
H1- PE

H4+

(P24)
H1- PE

系統3湿度センサ 系統4湿度センサ系統1湿度センサ 系統2湿度センサ

制御盤の端子台 

アース 

U+ 

湿度センサの端子台 

U
+

U
-

ｱｰｽ 

U- 

H2- 
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②制御盤と外部運転信号の接続 

外部からの運転信号により本装置を停止・動作させる場合は制御盤の IN□と N24 間に接続され

ているジャンパー線を外し、外部からの運転信号線を接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部運転信号を利用する場合には、無電圧接点の信号をご用意ください。 

信号の接点が導通状態になると運転し、開放状態にすると停止します。 

 

 

  

IN1 N24 IN2 N24 IN3 N24 IN4 N24

系統1インターロック 系統2インターロック 系統3インターロック 系統4インターロック

運転 停止 

※外部運転信号の入力用なので、 

通常はこのジャンパー線を外さないでください。 

動作しなくなります。 

制御盤の端子台 

ジャンパー線 

(外部運転信号を利用する時は外してください) 
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③噴霧器との配線 

制御盤内の端子台に噴霧器のファンの電源線を接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・元電源を切ってから、作業を実施してください。 

・アース線を必ず接続してください。 

 

  

U(1) V(1) W(1) PE U(2) V(2) W(2) PE U(3) V(3) W(3) PE U(4) V(4) W(4) PE

系統1ファン 系統2ファン 系統3ファン 系統4ファン

制御盤の端子台 



 

22 
 

 

④漏水センサ信号線の配線 

      制御盤内端子台に漏水センサの信号線を入力することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・P24 に漏水センサの+側電源線を接続してください。 

・N24 に漏水センサの-側電源線を接続してください。 

・LR と N24 を短絡すると漏水と認識されます。 

 

 

 

 

 

 

 

・元電源を切ってから、作業を実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制御盤の端子台 

P24 X12 N24

漏水センサ

LR 

LR N24 LR N24 
漏水 正常 



 

23 
 

 

⑤異常時のアラーム信号出力の配線 

制御盤内端子台から異常時にアラーム信号を取り出すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AirULM 内でアラームが発生した際に信号が導通状態になります。 

正常時は開放状態になります。 

 

 

・外部機器で AirULM からのアラーム信号を使用しない場合は、配線不要です。 

 

 

 

 

・元電源を切ってから、作業を実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AL1 AL2

一括警報

制御盤の端子台 

異常 正常 
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⑥運転中信号出力の配線 

   制御盤内端子台から運転中(噴霧中)の場合に信号を取り出すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

噴霧中に信号が導通状態になります。 

停止中は開放状態になります。 

 

 

・運転中信号を外部機器に接続しない場合は、配線不要です。 

 

 

 

 

・元電源を切ってから、作業を実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制御盤の端子台 

RUN1 RUN2

運転中信号

噴霧中 停止中 
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⑦電源ケーブルの接続 

制御盤の電源端子台に AC200V 3 相の電源を接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

・PE にアース（接地）を取り付けてください。 

 

 

 

 

・必ずアース（接地）を取り付けてください。 

・元電源を切ってから作業してください。 

・電圧降下を考慮して適切な太さの電源線を使用してください。 

・端子部にホコリや水滴がかからないようにしてください。 

・電源ケーブルを傷つけたり、破損、無理な曲げ、引張り、ねじることはしないでください。断線し  

て火災・感電する恐れがあります。 

 

  

R S T PE

電源

制御盤の端子台 
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(3)電源の確認 

制御盤の扉を開き、ブレーカを ONにしてください。その後、全てのサーキットプロテクタを ON 

にしてください。制御盤面のタッチパネルが点灯していることを確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※サーキットプロテクタの ON順番によっては、機器異常が出る場合があります。 

電源投入時に機器異常が出た場合は異常ではないので、リセットして解除してください。 

起動時に異常が出ないサーキットのプロテクタの順番は 1・3・2の順に ONしてください。 
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(4)ノズル数の設定 

電源を投入すると下図のように黒い画面が表示されます。 

はじめに、赤枠の   をタッチしてノズル数を設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホーム画面に戻ると系統毎に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

メニュー画面に移行します 

他設定画面に移行します 

ノズル数設定画面に移行します 

系統毎にノズル数を設定してください 

別の系統を表示するには 

を押してください 

 
AirULM で使用する場合は「無し」を 

選択します 

設定画面に移行します 
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(5)外部入力信号の入力確認 

系統毎に外部からの運転入力信号を持っており、この入力信号が切れた時は停止します。 

外部入力信号の端子台での割り当ては下記のようになっています。 

・系統 1：IN1 と N24 

・系統 2：IN2 と N24 

 

端子台のインターロック入力信号に外部からの運転許可信号が入力されているか確認してくだ

さい。 

外部入力信号の入力中はタッチパネルの外部入力ランプが点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部入力信号は無電圧接点を使用し、運転許可信号入力中に接点を導通させてください。  

外部入力信号による外部からの操作を使用しない場合は、系統毎の端子台を短絡してください。 

 

(6)噴霧湿度の設定 

系統毎に噴霧する湿度を設定してください。 

ホーム画面の系統 1～系統 2をタッチすると、それぞれの設定画面に移ります。設定画面中央に

ある灰色の設定値(%)の数値部分を押すと、テンキーが現れて数値を入力できるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部入力中 

ランプ 

それぞれの設定画面に 

移動します 

湿度の設定値(%) 
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(7)日時の設定 

5.タッチパネルについて(2)各画面設定⑤時刻設定画面より設定できます。 

 

セットは誤動作防止のため、2秒の長押しになります。 

 

 

(8)週間タイマの設定 

5.タッチパネルについて(2)各画面設定⑥タイマの設定画面より設定できます。 

  

時刻設定 
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4.ご使用方法 

(1)運転方法について 

ホーム画面の横にある「起動」「強制」「停止」ボタンを押すことで装置を運転したり、停止させたり

することができます。選択中の運転モードが白色に光ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「起動」を選択 

 

 

 

 

 

 

 

   「強制」を選択（2秒以上の長押し） 

 

 

 

 

 

 

 

  「停止」を選択 

 

 

 

 

 

 

・停止ボタンを押すと噴霧を停止します。 

・アラームで停止した場合もこの状態になります。 
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(2)自動運転 

 

 

 

 

 

 

 

 ・起動のボタンを押すと自動運転モードになり自動運転中は下記の噴霧開始の条件が全て揃うと、  

噴霧が開始します。 

AirULM を運転する場合は、通常こちらのボタンを押してください。 

 

噴霧開始の条件(ON/OFF 運転) 

 ・設定湿度で設定した湿度(%R.H.)からヒステリシス分下回るとき。 

・現在の時間が週間タイマの設定範囲に入っているとき。 

・外部運転信号（入力端子間をジャンパー線で接続）が入力されているとき。 

 

 

(3)強制運転  

初めて運転する時や長期停止後に運転する時は強制運転で配管内をフラッシングしてください。通

常時は自動運転をご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「強制」運転は誤操作防止のため、ボタンを 2秒以上長押しすると開始します。 

強制中は試運転などの一時的に使用することを想定されており下記の特徴があります。 

・湿度・外部運転信号・週間タイマの条件に関わらず噴霧を続けます。 

・10 分間連続噴霧で動かすとアラームで停止します。 
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5.タッチパネルについて 

(1)全体の画面構成 

画面の構成は下記のようになっており、各ボタンを押すと画面が変わります。 

 

起動ロゴ 

ホーム画面 

メニュー画面 

設定画面 

ヒステリシス等の設定画面 

（次ページへ） 

を押してホーム画面に移動してください。 

電源を投入すると起動ロゴが表示されます。 

アラーム画面 
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設定画面（前ページから） 時刻設定画面 

タイマーチャンネル事の選択画面 

他設定画面 

タイマ設定画面 

運転時間の表示画面 

（次ページへ） 

動作設定画面 

（次ページへ） 

センサ設定画面 

タイマ 01～10 までのボタン 

系統ごとのタイマ設定画面 
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系統 1 センサ設定画面（前のページから） 

系統 2 湿度センサ設定画面 

動作設定画面 1（前のページから） 

動作設定画面 2 

動作設定画面 3 

動作設定画面 4 

動作設定画面 5 

動作設定画面 10 

動作設定画面 9 

動作設定画面 8 

動作設定画面 7 

動作設定画面 6 




